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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 

県
と
市
町
の
仕
事
は
協

力
し
て
雇
用
・
経
済
施

策
に
取
り
組
む
こ
と 

 

 

講
演
で
は
、
金
子
邦
彦

さ
ん
（
日
本
共
産
党
中
央

委

員

会
・
自

治

体

局

次

長
）
が
各
地
の
経
験
も
紹

介
し
て
分
か
り
や
す
く
問

題
提
起
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
自
治
体
の
仕

事
は
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
（
地
方
自
治

法
）
こ
と
な
の
だ
か
ら
、

そ
の
た
め
の
雇
用
・
経
済

施
策
は
、
自
治
体
本
来
の

仕
事
と
指
摘
。
施
策
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
県
と

市
町
が
協
力
し
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
と
強
調
し
ま

し
た
。 

そ
の
上
で
、
京
都
蜷
川

府
政
や
大
阪
黒
田
府
政
を

は
じ
め
、
木
曽
福
島
市
、

東
大
阪
市
、
高
知
県
の
産

業
振
興
の
と
り
く
み
な
ど

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
県
民

を
お
き
ざ
り
に
し
て
、
立

派
な
政
策
は
あ
り
え
な

い
、
政
策
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
の
か
も
含
め
て
提

案
し
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

11
月
18
日
、
「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
の
講
演
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
知
事
を
か
え
て
、
兵
庫
を
変
え
よ
う 

〜
県
民
主
人
公
の
経
済
・

産
業
・
雇
用
〜 

」
が
開
か
れ
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

「
県
政
は
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
県
と
市
町
が
協
力

し
て
取
り
組
む
の
が
本
来
の
自
治
体
の
仕
事
と
い
う
指
摘
に
勇
気
を
も

ら
っ
た
」
。
「
要
求
や
願
い
を
大
い
に
県
政
に
要
望
し
て
い
こ
う
」
と

の
確
信
が
広
が
り
ま
し
た
。 

要
求
、
願
い
を
大
い
に
県
政
に
要
望

し
て
い
こ
う 

 
 

講
演
の
あ
と
、
石
川
康
宏
「
会
」
代
表

幹
事
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
５
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
意
見
交
換
。
「
時
給
千

円
以
上
、
公
契
約
適
正
化
を
は
じ
め
若
者

が
将
来
を
え
が
け
る
状
況
を
つ
く
ろ
う
」

「
災
害
復
興
に
公
的
支
援
す
る
県
政
に
か

え
よ
う
」
「
大
企
業
優
遇
か
ら
地
域
経
済

振
興
、
内
需
主
導
へ
具
体
的
な
政
策
づ
く

り
を
」
な
ど
と
話
し
合
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
県
政
は
わ
か
り
に
く

い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
県
と
市
町
が
協

力
し
て
取
り
組
む
の
が
本
来
の
自
治
体
の

仕
事
な
の
だ
か
ら
、
要
求
、
願
い
を
大
い

に
県
政
に
要
望
し
よ
う
と
勇
気
を
も
ら
っ

た
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ご
出
席
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
金
子
さ

ん
の
他
、
増
田
紘
氏
（
兵
庫
県
自
治
研
副

理
事
長
）
、
津
川
知
久
氏
（
兵
庫
労
連
議

長
）
、
磯
谷
吉
夫
氏
（
兵
商
連
会
長
）
、

田
中
耕
太
郎
「
会
」
代
表
幹
事
で
す
。 

 
最
後
に
、
代
表
幹
事
で
弁
護
士
の
松
山

秀
樹
さ
ん
が
、
学
習
会
や
小
集
会
、
県
政

要
求
の
宣
伝
、
Ｉ
Ｔ
活
用
な
ど
の
行
動
提

起
を
お
こ
な
い
、
「
憲
法
を
く
ら
し
に
活

か
す
と
り
く
み
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

の
り(

憲)
 

 

の
り(

法)
 
 

 
 
 

コ
ラ
ム 

 

世
界
一
危
険
な
普
天
間
基
地
に
世

界
一
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
沖
縄

県
民
は
じ
め
全
国
の
反
対
の
声
を
無

視
し
て
強
行
配
備
さ
れ
、
１
ヵ
月
以

上
が
経
っ
た
。
モ
ー
ド
切
替
は
基
地

上
空
で
行
う
、
市
街
地
は
避
け
る
な

ど
日
米
の
約
束
は
完
全
に
反
古
に
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
米
軍
は
オ
ス
プ

レ
イ
の
低
空
飛
行
訓
練
を
兵
庫
県
も

は
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
で
も
実
施

す
る
と
し
て
お
り
、
関
係
自
治
体
は

訓
練
中
止
を
求
め
て
い
る
。 

 

さ
て
、
沖
縄
県
に
東
村
高
江
と
い

う
集
落
が
あ
る
。
人
口
は
約
１
５
０

人
、
面
積
は
約
26
k㎡

で
自
然
豊
か

な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
米
軍

ヘ
リ
パ
ッ
ド
基
地
建
設
に
反
対
す
る

壮
大
な
た
た
か
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
政
府

は
、
基
地
建
設
に
反
対
す
る
住
民
の

運
動
を
分
断
す
る
た
め
に
、
座
り
込

み
に
加
わ
っ
た
住
民
を
道
路
通
行
妨

害
の
名
目
で
提
訴
し
た
。 

 

し
か
し
、
新
基
地
建
設
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
は
各
分
野
で
広
が
っ
て

い
る
。
10

月
、
民
医
連
が
辺
野
古

新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
運
動
に
連

帯
す
る
第

27

次
の
平
和
学
習
ツ

ア
ー
を
実
施
し
た
。
２
０
０
４
年
か

ら
続
い
て
い
る
が
、
兵
庫
か
ら
も
若

者
を
中
心
に
40

人
以
上
が
参
加
し

て
き
た
。
沖
縄
の
基
地
問
題
を
我
が

こ
と
と
と
ら
え
る
若
者
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
感
性
を
首
相
や
県
知

事
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
ら
、
と
思

う
の
は
無
理
な
話
。
や
っ
ぱ
り
力
を

合
わ
せ
て
政
治
を
変
え
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
（
Ｈ
） 



 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
が
７
月
か

ら
開
い
て
き
た
「
地
域
の
つ
ど
い
」
と

「
地
域
の
会
」
が
開
い
た
総
会
に
は
、
９

回
で
２
５
０
人
以
上
が
参
加
し
、
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

活
動
再
開
へ
12

月
に
総
会
を
開
催

（
伊
丹
の
会
） 

 

 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
10

月

13

日
午
後
、
い
た
み
ホ
ー
ル
で
「
伊

丹
・
川
西
・
猪
名
川
の
つ
ど
い
」
を
開
き

ま
し
た
。 

 

つ
ど
い
で
は
、
石
川
代
表
幹
事
が
、

２
０
０
９
年
知
事
選
挙
の
教
訓
を
確
認

し
、
２
０
１
３
年
選
挙
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

意
見
交
換
で
は
、
市
民
の
要
求
を
実

現
す
る
取
り
組
み
と
、
県
政
を
変
え
る

取
り
組
み
を
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
の
学
び
、
発
信
す
る
力
な
ど

が
大
事
だ
と
確
認
。
「
伊
丹
の
会
」
で

は
、
そ
の
後
も
会
議
を
重
ね
、
活
動
再

開
の
契
機
と
し
て
12
月
23
日
の
総
会

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

総
会
に
６
０
人
出
席
、
も
っ
と
加

入
を
広
げ
よ
う
（
宝
塚
の
会
） 
 

「
宝
塚
の
会
」
は

11

月

11

日
午

後
、
宝
塚
南
口
会
館
で
、
第
２
回
総
会

を
開
き
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
松
下
事
務
局
長
が
、
前

回
選
挙
の
た
た
か
い
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
「
県
民
の
暮
ら
し
を
犠
牲
に
す

る
井
戸
県
政
」
か
ら
「
県
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
県
政
に
変
え
よ
う
」

と
提
案
。
さ
ら
に
、
「
知
事
を
か
え
、

県
民
の
く
ら
し
を
守
ろ
う
‐
宝
塚
も
市

長
が
か
わ
り
、
平
和
・
原
発
ゼ
ロ
運
動

が
大
き
く
前
進
、
市
民
の
く
ら
し
を
守

る
立
場
に
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
①
団
体
、
個
人
の
加
入
呼
び
か

け
と
再
確
認
、
②
幹
事
会
の
充
実
、
③

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
ニ
ュ
ー
ス

を
各
団
体
の
会
員
へ
、
④
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
配
信
の
登
録
を
、
⑤
宣
伝
行

動
へ
の
参
加
を
、
⑥
学
習
会
、
小
集
会

の
開
催
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」

代
表
幹
事
の
石
川
康
宏
神
戸
女
学
院
大

学
教
授
が
「
人
間
の
復
興
か
、
資
本
の

論
理
か
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
ま

し
た
。 

大企業に巨額の税金投入を続ける県政でいい

のか ‐県議会２０１１年度決算議会から‐ 
秋の県議会で、２０１１年度決算

が審議されました。 

 主な問題点としては、①第二次行

革プランの実施初年度、②企業立地

補助金、③ムダや問題のある事業、

④関西広域連合などがあります。 

 その中でも、企業立地補助金で

は、１１年度の実績を見ると、２

８．８億円のうち、パナソニック系

列で９６％を占める状態で、異常さ

が浮き彫りになっています。パナソ

ニックは尼崎工場の第１、第３工場

の生産中止をしましたが、いまグループ全体で２年間で５万人の大

リストラを計画しています。しかも、復興予算の「流用」が問題に

なっている中、国から復興増税を財源にした補助金も投入されてい

ることが明らかになっています。 

 巨額の赤字を計上したことが報道されていますが、リストラ費用

の赤字（数千億円）を計上した「見せかけの赤字」です。雇用を維

持する体力はあるのです。 

 雇用や地域経済を顧みず、工場閉鎖やリストラを進め、企業の社

会的責任を果たさないパナソニックなどに、１２億円を返還させた

だけで、今後も税金を投入する県政でいいのかが問われています。 

 「変えよう！兵庫県政」 第９号 ２０１２年１１月２６日（２） 

オーストリア・ドイツにおける再生可能エネルギーの

展開          兵庫県中小工業研究所所長 近 藤 義 晴 
 １０月下旬から１０日間ほど、オーストリアおよびドイツにおける再生

可能エネルギーへの転換と地域の再生・活性化とを結びつけた取り組みを

視察する全中連・全商連の催しに参加した。 

オーストリアでは２０年前、市長の主導で、バイオマス（木材および

牧草）と太陽光を中心に電力と熱のコ・ジェネおよび地域内供給システム

を構築し、見事に国境の過疎の街を再生させたギュッシングを視察した。

その先進的取組みはＥＵや国の支援を受けるに至った。現在、この街は先

端的研究開発機関を備えたヨーロッパにおける再生可能エネルギーのセン

ターの地位を得て、世界中から企業や人が集まり、活況を呈している。 

ザルツブルグでは、第三セクターが中心となって、多様な再生可能エ

ネルギーの可能性を追求し、地域限定的なスマートグリッドのモデルを実

験的に構築している。いずれの場合も、首長ないし行政が音頭をとって推

進してきたが、住民が積極的に参加している。 

ドイツのフライブルグ近郊では、住民が主体となった取り組みを視察

した。ある農家がリーダーとなり、従来の牧畜のみに依存した農業経営か

ら脱却して、牧草をバイオマス発電および熱供給に活用し、地域ぐるみで

エネルギーの地産地消を実現している。他の例は、地域内住民が資金を出

し合って風力発電機を４基も建設し、地域内に供給するシステムを構築し

ていた。「市民が電力会社をつくった」ことで有名な近くのシェーナウと

同様に、行政任せではなく、住民自身が資金をも負担して取り組んでいる

ことが重要な教訓である。 

 

「
地
域
の
つ
ど
い
」
「
総
会
」
に
２
５
０
人
超
が
参
加 

 
各
地
の
経
験
に
学
び
、
全
県
の
「
地
域
の
会
」が
再
開
へ 

パナソニック
尼崎工場

パナソニック

液晶姫路工場

三洋電機加西
27%

その他

4%

２０１１年度決算、「兵庫県企業立地補助金」

２９億円の内訳 パナソニック系列が９６％

【今後の主な予定】 
第９回臨時総会    

  ２０１３年１月２６日（土）午後  

  新長田勤労市民センター大会議室 

「ウィーラブ兵庫⑥」発刊  

  ２０１３年３月頃 

２０００人決起集会  

  ２０１３年４月２６日（金）夜   

  神戸文化大ホール 

「
会
」
が
作
成
し
た
の
ぼ
り
で
す
。
４

枚
一
組
２
０
０
０
円
で
普
及
中
で
す
。 


